
 

  

 昨年度から始めた「保育公開」を今年度も夏季休業中に開催しました。小・中学校の先生方が

参加しやすいように夏休みに開催しています。今年度は、ふたば園の５歳児くま組と吉川保育

所の２歳児うさぎ組の保育を公開していただきました。 

この「保育公開」は、就学前の保育がどのように行われているか、何を大切にして行われてい

るかなどを小・中学校の教職員が知る・学ぶことを目的としています。また、保幼小中の教職員

の交流の場となることもねらい、開催しています。 

  

  乳幼児期は、「生きる力」の土台になる根っこの部分がつくら

れる大切な時期です。 

就学前では、子どもたちの「やってみたい！」を大切に、「愛

情」のシャワーをたっぷり注ぎ、子どもたち一人ひとりの思いを

大事にした保育が行われています。   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

＊園内研・所内研は２学期も開催されます。 

 

 

東能勢小中学校は、今年度、町の研究指定を受け、「授業改善

と学力向上」をめざした研究を小・中学校の教職員が連携・協

働し進めています。 

その研究の一環として、８月３日の午前中に東能勢小中学校

合同研修会が開催されました。この研修会は、東能勢小学校と

東能勢中学校の研究推進担当者が中心となって企画・運営し、

２部構成で行われました。 

 

  

  

 

 

 

異校種をつなぐには、まずは「お互いを知る」ことが大切です。「知る」ためには「対話」が必要

です。お互いの思いを言葉にした「対話」を大事にして、保幼小中の連携を進めていきます。 

７月２０日（水）８月３１日（水）に、東地区通学路等安全対策部会を開催いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回以降は、地域での見守り体制のさらなる充実をめざして協議していきます。 

保幼小中一貫教育だより ～豊かな自然と豊かな人材で豊かなこどもを育てる～ 
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根っこを育てる乳幼児保育 ―ふたば園・吉川保育所の保育公開― 

第３回・第４回東地区通学路等安全対策部会の様子をお知らせします！ 

【第３回】 日時：７月２０日（水）１８：００～２０：００  場所：豊能町役場 

【第４回】 日時：８月３１日（水）１８：００～１９：３０  場所：豊能町役場 

 

（飛び出し坊やと看板の撤去等について） 

○小中学校は、何か起きた時の責任を考慮し、東地区の飛び出し坊やと看板を一斉撤去したい。 

○ふたば園は、一斉撤去は行わない。今年度の新規購入を見送る代わりに、園内の交通安全教室

等で活用できるものの購入を検討中。 

○飛び出し坊やの撤去作業及び解体作業については、地域も協力する。 

○東能勢小学校の草刈りの日に１回目の撤去作業を行う。→８月２７日に実施済み 

○２回目の撤去作業は１０月１５日に行う。（予備日は１０月２９日） 

（１学期の登校をふり返って） 

○比較的まとまって登校できていた。楽しそうに学校に行っている。 

○人数が多いので、つまりがちになる通学箇所がある。声掛けをして多少スムーズになった。 

○見守り協力表があるが、行けない日もある。その代わりに休みの日に行くようにしている。行

ける行けないはあるが、見守り協力表があることで意識づけになっているので、来年もあった

ほうがいいと思う。 

○６年生がよくまとめてくれている。 

○去年と比較すると、保護者の見守りが非常に多くなった。大人の目が多いのはありがたい。 

○ＰＴＡで時計を各班の集合場所に設置した。 

子どもたちの安心・安全な通学のために 

小中の教職員が一つになって －東能勢小中学校合同研修会－ 

講演会の様子 

グループワークの様子 

【第１部】 講演会  

演題「義務教育学校の推進について～白鷺小中学校、何者？～」 

講師 関西福祉大学 教職センター教授 山口偉一先生 

【第２部】 異校種間交流 ～小中の課題や疑問に向き合う～ 

小中の教職員が混じったグループをつくり、１学期をふり返り、 

ワールドカフェ方式で自由に意見交流を行いました。 

 

おばけをつくるよ 

絵本の読み聞かせ 

保幼小中の先生方による意見交流会 

＜参加者のレポートより＞ 

○子どもたちが先生を信頼して、安心して自分を出して過ごせているように感じました。先

生との信頼関係がベースになり、それが仲間どうしの信頼関係にもつながっているよう

です。それは、「先生は、一人ひとりをしっかり見ているよ」というメッセージを笑顔や

声かけといった様々な方法でこまめに発信されているからこそなのだと思います。 

○保育士の先生方が、子どもたちの言葉や行動を丸ごと受け止め肯定されているのを見て、

自分自身の子どもたちとの関わり方を客観的に見てみようと思いました。自分の言動が、

子どもたちの「やりたい！」を奪ってはいないか、「できた」という気持ちを否定しては

いないかという視点を持って、子どもたちと関わっていこうと思います。 

 

 

 

 

 


